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熊
谷
市
自
治
会
連
合
会
副
会
長

あ
な
た
が
主
役
の

　
　
　防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

　
自
治
会
員
の
皆
様
、
住
み
良
い
環
境

づ
く
り
に
日
夜
御
尽
力
頂
き
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
昨
今
は
予
想
も
つ
か
な
い
災
害
の
発

生
、
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
事
件
、
思
わ

ぬ
事
故
等
危
険
が
い
っ
ぱ
い
の
世
の
中

に
な
っ
て
い
ま
す
。
長
閑
ぼ
け
に
浸
っ

て
い
る
場
合
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
目
配

り
気
配
り
に
努
め
、
緊
張
感
を
も
っ
た

生
活
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
状
況
下
で
ど
の
よ
う
な
活
動
が
住

み
良
い
環
境
づ
く
り
に
つ
な
が
る
の
で

し
ょ
う
か
。

　
自
宅
の
周
囲
に
目
を
光
ら
す
と
い
っ

た
こ
と
は
、
ど
な
た
で
も
実
行
し
て
い

る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
足

り
ま
せ
ん
。
自
治
会
地
域
内
全
体
に
目

配
り
気
配
り
す
る
必
要
が
あ
る
の
で

す
。
最
適
な
活
動
は
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

だ
と
思
い
ま
す
。
問
題
意
識
と
緊
張
感

を
も
っ
た
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
は
、
防
犯

効
果
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
思
い
が
け
な

い
発
見
に
つ
な
が
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

自
治
会
員
同
士
、
複
数
人
で
行
い
ま
す

の
で
、
和
気
藹
々
の
世
間
話
の
中
で
、

誤
解
や
疎
外
感
の
解
消
、
情
報
の
収
集

等
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
し
て
一
番

は
健
康
維
持
・
増
進
に
役
立
つ
の
で
す
。

　
主
役
は
あ
な
た
で
す
。
犯
罪
の
な
い

住
み
良
い
環
境
づ
く
り
に
役
立
つ
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
に
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
、
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

内

　田

　功

　一

ホ
ッ
と

く
ま
が
や
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会
長
あ
い
さ
つ

熊谷市自治会連合会
会長岡部　宣明

　
平
成
30
年
度
熊
谷
市
自
治
会
連
合
会
総
会
が
５
月
24
日
に
開
催

さ
れ
、
全
て
の
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
皆
様
の
ご
理
解
ご
協

力
に
よ
り
連
合
会
の
事
業
が
順
調
に
推
移
し
て
い
ま
す
こ
と
に
、

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
１
９
も
開
幕
ま
で
１

年
余
り
と
な
り
ま
し
た
。
昨
年
11
月
に
試
合
日
程
が
発
表
さ
れ
て

以
来
、
チ
ケ
ッ
ト
販
売
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
も
始
ま
り
、
ラ
グ

ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
近
づ
い
て
い
る
こ
と
を
実
感
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
８
月
に
は
、
熊
谷
ラ
グ
ビ
ー
場
が
完
成

し
、
10
月
20
日
に
は
こ
け
ら
落
と
し
と
し
て
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
ワ
イ

ル
ド
ナ
イ
ツ
対
キ
ャ
ノ
ン
イ
ー
グ
ル
ス
の
試
合
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
開
催
都
市
で
あ
り
、
公
認
キ
ャ
ン
プ
地
で
も
あ
る
本
市
に
求
め

ら
れ
て
い
る
役
割
は
様
々
で
す
が
、
重
要
な
こ
と
は
国
内
は
も
と

よ
り
海
外
か
ら
訪
れ
る
多
く
の
来
場
者
の
方
々
を
温
か
く
お
迎
え

し
、「
ラ
グ
ビ
ー
タ
ウ
ン
熊
谷
」
を
広
く
印
象
づ
け
、
多
く
の
「
熊

谷
フ
ァ
ン
」
を
獲
得
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
同
時
に
、ラ
グ
ビ
ー

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
を
楽
し
む
気
持
ち
も
重
要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
昨
年
度
、
連
合
会
事
業
と
し
て
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
を

開
催
し
た
鹿
嶋
市
で
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
が
、
鹿
嶋
市
民
が

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
を
心
か
ら
楽
し
ん
で
い
る
様
子
が
大
変
印
象
的

で
し
た
。
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
成
功
に
は
、
市
民
の
皆

様
や
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力
は
欠
か
せ

ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
多
く
の
来
場
者
を
温
か
く
お
迎
え
し
、「
熊

谷
フ
ァ
ン
」
を
獲
得
す
る
に
は
、お
迎
え
す
る
側
も
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
を
楽
し
み
、
熊
谷
を
愛
す
る
気
持
ち
が
必
要
だ
と
思

い
ま
す
。
市
民
の
皆
様
一
人
ひ
と
り
が
熊
谷
の
良
さ
を
再
認
識
し
、

一
人
で
も
多
く
の
方
が
ラ
グ
ビ
ー
フ
ァ
ン
に
な
っ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
願
っ
て
お
り
ま
す
。

自
治
会
長
紹
介

自
治
会
長
紹
介

熊
谷
市
自
治
会
連
合
会

　会
長
・
副
会
長
の
紹
介

熊
谷
市
自
治
会
連
合
会

　会
長
・
副
会
長
の
紹
介

会
長
名

出
井
　
哲
司

大
久
保
順
弘

野
本
　
良
雄

荒
川
　
和
夫

石
川
　
邦
男

丸
山
　
賢
司

岩
崎
　
喜
彦

酒
巻
ふ
み
子

自
治
会
名

銀
座
一
丁
目

銀
座
二
丁
目

銀
座
三
丁
目

銀
座
四
丁
目

銀
七
高
山

住
吉
町

末
広

県
営
熊
谷
銀
座
団
地

銀　　座

中
村
　
　
稔

後
藤
　
尚
二

中
村
　
勝
訓

漆
原
　
徹
郎

下
山
　
善
夫

島
村
　
秀
和

細
川
　
末
廣

筑
波
第
１

筑
波
第
２

筑
波
第
４

筑
波
第
５

筑
波
第
６

筑
波
第
７

桜
木

筑　波

代
田
　
保
一

岡
部
　
信
隆

坂
本
　
　
裕

林
　
　
真
一

篠
﨑
　
正
一

橋
本
　
昌
克

長
谷
川
　
清

太
田
　
　
実

篠
田
　
　
健

菊
地
　
茂
雄

神
戸
　
　
功

齋
藤
　
　
伸

曙
町
一
丁
目
第
１

曙
町
一
丁
目
第
２

曙
町
一
丁
目
第
３

曙
町
二
丁
目
第
１

曙
町
二
丁
目
第
２

曙
町
三
丁
目

曙
町
四
丁
目

曙
町
五
丁
目

万
平
町
一
丁
目

万
平
町
二
丁
目
第
１

万
平
町
二
丁
目
第
２

万
平
町
二
丁
目
第
３

曙・万平町

堀
口
　
　
進

木
村
　
雅
則

太
田
　
俊
夫

中
村
　
一
昭

棚
澤
　
和
夫

髙
橋
　
育
生

間
庭
　
丈
志

武
田
　
紀
雄

中
西
第
１

中
西
第
３

前
中
西
西

前
中
西
東

中
中
西
西

中
中
西
東

後
中
西
東
部

後
中
西
西
部

中　　西

相
澤
　
雅
夫

石
橋
　
昭
夫

福
島
　
迪
子

県
営
熊
谷
末
広
団
地

末
広
四
丁
目

県
営
熊
谷
曙
町
団
地

中
央
１
区

連
合
組
織
を
持
た
な
い
自
治
会

岡部宣明 会長
（西２区選出）

出井哲司 副会長
（中央１区選出）

松永　勲 副会長
（中央２区選出）

内田功一 副会長
（中央３区選出）

嶋田忠男 副会長
（東区選出）

森田廣次 副会長
（西１区選出）

野口幸雄 副会長
（南区選出）

志村喜三郎 副会長
（北区選出）

横倉輝夫 副会長
（妻沼地区選出）

小島一郎 副会長
（妻沼地区選出）

岡田哲夫 副会長
（大里地区選出）

橋本　弘 副会長
（江南地区選出）

※赤字は地区連合会長
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富
田
　
彰
男

中
島
　
　
崇

馬
場
　
康
一

松
本
　
昌
治

荒
井
　
芳
明

田
中
　
　
正

大
谷
　
文
博

髙
橋
　
　
章

内
田
　
利
吉

吉
田
　
正
明

田
端
　
慎
一

上
川
原

武
体

西
川
原

赤
城

川
原
明
戸

中
郷

広
瀬
東
部

広
瀬
西
部

小
島

広
瀬
中
部

野
鳥
の
森

大麻生

藤
野
　
和
夫

佐
藤
　
　
保

木
元
　
雅
義

加
藤
　
郁
雄

堀
口
　
靖
夫

柏
﨑
　
　
薫

宗
我
部
悦
功

小
林
　
光
雄

米
良
　
　
厚

外
原

新
堀
新
田
北
部

こ
と
ぶ
き
団
地

籠
原
住
宅
連
合

美
土
里
町

籠
原
団
地
第
１

籠
原

籠
原
南

日
神
パ
レ
ス
テ
ー
ジ
籠
原

籠　　原

鶴
田
　
幸
二

青
木
　
秀
夫

曽
根
　
賢
一

内
田
　
功
一

新
井
　
保
幸

森
　
　
　
彰

上
石
第
１

上
石
第
２

聖
天

上
植
木

坪
井
第
１

坪
井
第
２

上　　石

若
林
　
　
進

渡
辺
　
勇
次

梁
瀬
　
勇
治

鈴
木
　
　
守

北
田
　
政
男

本
石
二
丁
目
第
１

本
石
二
丁
目
第
２

本
石
二
丁
目
第
３

本
石
二
丁
目
第
４

本
石
二
丁
目
第
５

本石二丁目

会
長
名

下
川
　
述
夫

上
原
　
秀
夫

自
治
会
名

会
長
名

自
治
会
名

池
上

下
川
上

星宮

小
林
　
　
隆

新
井
　
　
磯

坂
田
　
利
力

中
村
　
雅
一

別
府
一
丁
目
五
丁
目

西
別
府

東
別
府

下
増
田

別　府

片
桐
　
　
淳

福
嶋
　
良
三

石
田
　
又
之

大
野
　
　
博

篠
﨑
　
庸
一

久
下
熊
久

久
下
上
区

久
下
下
区

久
下
新
田

太
井

久 　 下

長
谷
川
　
茂

林
　
　
高
夫

稲
田
　
　
司

石
原
二
丁
目
第
１

石
原
二
丁
目
第
２

石
原
二
丁
目
第
３

石  原

加
藤
　
嘉
宏

原
口
　
勝
法

大
嶋
　
　
博

渡
辺
徳
次
郎

伊
藤
　
健
一

神
沼
　
一
郎

佐
谷
田
東
区

佐
谷
田
西
区

佐
谷
田
南
区

佐
谷
田
北
区

平
戸

戸
出

佐谷田 東
　
区

会
長
名

自
治
会
名

会
長
名

自
治
会
名

会
長
名

自
治
会
名

金
谷
　
　
武

河
原
　
勝
利

森
田
　
廣
次

本
間
　
英
治

友
光
　
裕
一

新
堀
第
１

新
堀
第
２

新
堀
第
３

新
堀
第
４

新
堀
第
５

新　　堀

原
口
　
　
弘

菅
　
　
泰
伸

坂
田
　
文
教

別
府
二
丁
目

別
府
三
丁
目

別
府
四
丁
目

別　府

会
長
名

自
治
会
名

小
川
　
和
弘

片
岡
　
福
蔵

松
田
　
眞
市

山
川
　
　
稔

原
　
　
邦
夫

宮
本
町

見
晴
町

伊
勢
町

砂
堀

宮
前
東
部

荒　　川

富
田
　
義
三

篠
塚
　
正
行

斉
藤
　
　
洋

髙
橋
　
　
旦

田
熊
　
達
雄

小
林
　
裕
司

山
田
　
　
迪

玉
井

久
保
島
第
一

久
保
島
第
二

高
柳

県
営
玉
井
団
地

玉
井
中
央

玉
井
在
家

玉　　井 西
１
区

大
澤
　
幸
一

田
沼
　
良
定

荻
野
　
雪
光

二
階
堂
劼
彦

中
村
　
吉
宏

堀
口
　
安
男

新
井
　
俊
正

井
手
　
啓
典

岡
部
　
宣
明

三
尻
西
部

三
尻
中
部

三
尻
東
部

拾
六
間
第
１

拾
六
間
第
２

拾
六
間
第
３

新
堀
新
田

自
衛
隊
官
舎
地
区

女
堀

三　　尻 西
２
区

南
　
区

茂
木
　
鋭
治

野
口
　
幸
雄

平
山
　
敏
夫

宮
前
西
部

河
原
町

榎
町

荒　川

下
村
　
博
行

松
葉
　
定
市

奥
田
　
信
夫

内
田
　
　
憲

奥
村
　
　
昭

佐
々
木
み
ど
り

村
岡

万
吉

平
塚
新
田

楊
井

熊
谷
ハ
イ
タ
ウ
ン

ダ
イ
ア
パ
レ
ス

　
リ
バ
ー
コ
ー
ト
熊
谷

吉　　岡

会
長
名

田
口
　
謙
秀

三
澤
　
節
男

菊
地
　
貞
利

菊
地
修
一
郎

堀
口
　
文
夫

白
石
　
芳
雄

塚
越
　
　
勉

自
治
会
名

肥
塚
中
央

西
肥
塚

南
肥
塚

北
肥
塚

新
里

熊
谷
グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン

肥
塚
中
島

肥　　塚

内
野
　
森
一

小
澤
　
常
光

吉
田
　
　
猛

松
岡
　
延
勝

吉
田
　
昭
彦

今
井

中
条
川
北

小
曽
根

大
塚

中
条
川
南

中　条 北
　
区

市
川
　
政
彦

棚
澤
　
　
茂

酒
井
　
芳
一

栁
澤
　
篤
美

清
水
　
秀
雄

新
井
平
八
郎

小
林
　
良
一

鎌
本
　
定
雄

岡
﨑
　
秀
男

上
宿

向
諏
訪

西
向
諏
訪

上
原

稲
荷
木
陣
場

東
陣
場

藤
之
宮

京
成
熊
谷
上
之

雀
宮
上
之

成田西部

遠
藤
　
　
進

小
森
谷
　
博

島
田
　
和
義

秋
元
　
　
進

岡
田
　
明
夫

中
村
　
次
男

井
上
　
　
融

嶋
田
　
忠
男

棚
澤
　
　
栄

瀬
戸
　
賢
一

金
澤
　
功
治

廣
島
　
　
茂

櫻
井
　
節
夫

新
井
　
　
功

橋
本
　
幸
雄

植
竹
　
隆
志

恒
木
　
　
覚

成
田
第
１

上
川
上

原
山

成
田
廓

成
田
山

秋
葉

上
之
五
田
塚

辻
廓

堀
之
内

宿
裏

下
廓

成
田
北
部

成
田
五
田
塚
第
１

吉
原

上
之
東
部

旧
宿
裏

上
之
北

成　　　　　田

会
長
名

自
治
会
名

瀧
澤
　
繁
雄

小
彼
　
邦
行

尾
辻
千
賀
子

髙
橋
　
貞
男

松
本
　
俊
郎

吉
野
　
正
平

阿
久
澤
秀
昭

鶴
田
　
　
近

小
暮
　
晴
夫

黒
澤
三
千
夫

尾
形
　
信
志

田
町

石
原
一
丁
目

県
営
石
原
住
宅

田
原
町

月
見
町
一
丁
目

本
石
一
丁
目
第
１

本
石
一
丁
目
第
２

赤
城
町
一
丁
目

赤
城
町
二
丁
目

赤
城
町
三
丁
目

太
平
洋
セ
メ
ン
ト

　
　
　
　
月
見
町
社
宅

連
合
組
織
を
持
た
な
い
自
治
会

細
田
　
　
茂

塚
本
　
福
典

泉
　
　
完
治

鈴
木
　
　
正

吉
崎
　
浩
幸

滝
　
　
賢
二

上
奈
良

中
奈
良

下
奈
良

集
福
睦
会

中
妻
団
地

県
営
熊
谷
下
奈
良
団
地

奈　　良

中
野
喜
久
夫

志
村
喜
三
郎

鯨
井
　
貞
夫

須
永
　
　
健

堀
　
　
美
幸

田
中
　
好
夫

新
島

原
島

柿
沼

代大
幡
団
地

柿
沼
団
地

大　　幡

田
口
　
　
博

目
黒
み
ち
子

𠮷
本
　
正
男

中
央
東
肥
塚

肥
塚
雀
宮

県
営
肥
塚
団
地

連
合
組
織
を
持
た
な
い
自
治
会

棚
沢
　
一
雄

清
水
　
　
進

松
本
　
典
雄

関
根
　
貞
次

石
原
三
丁
目
第
１

石
原
三
丁
目
第
２

石
原
三
丁
目
第
３

石
原
第
４

石　原

中
央
２
区

今
井
　
徹
雄

細
村
　
陽
一

宇
田
川
森
一

中
村
　
良
造

神
沼
　
芳
広

柿
沼
　
政
雄

元
町
第
１

元
町
第
２

元
町
第
３

元
町
第
４

元
町
第
５

元
町
第
６

元　　町

細
井
　
幹
夫

高
瀬
　
澄
雄

田
中
　
朝
子

赤
沼
　
一
三

長
谷
川
修
一

田
代
　
博
也

小
林
　
章
治

本
町
中
央

栄
町

墨
江

弥
生
町
西
部

南
本
町

北
本
町

仲
町

本　　町

会
長
名

小
沼
　
博
靖

重
竹
　
淳
一

金
井
　
　
恵

出
川
　
成
之

古
川
　
　
亨

島
澤
　
行
雄

松
島
　  

恒

加
藤
　
　
守

内
田
耕
一
郎

自
治
会
名

会
長
名

自
治
会
名

宮
町
第
１

宮
町
第
２

宮
町
第
３

宮
町
第
４

宮
町
第
５
の
１

宮
町
第
５
の
２

宮
町
第
６
の
１

宮
町
第
７
の
１

宮
町
第
７
の
２

宮　　町

加
藤
　
　
博

加
藤
　
恒
男

荻
山
　
清
二

渡
辺
　
達
哉

関
口
　
益
夫

宇
佐
美
　
宏

根
岸
　
忠
雄

松
永
　
　
勲

島
村
　
勝
信

面
川
　
　
進

髙
木
　
謙
次

柴
﨑
　
幸
夫

𣘺
本
　
政
善

弥
生
町
東
部

鎌
倉
町

緑桜
町

箱
田
桜
町

箱
田
神
明
町

箱
田
常
盤

箱
田
宮
本

宮
町
中
央

大
原
東

大
原
西

大
原
南

大
原
北

連
合
組
織
を
持
た
な
い
自
治
会

会
長
名

自
治
会
名

中
央
３
区

※赤字は地区連合会長
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会
長
名

森
　
　
邦
夫

野
口
　
繁
雄

荻
野
　
展
二

戸
谷
　
善
治

飛
田
　
房
雄

鈴
木
　
伸
由

米
澤
　
秀
夫

田
口
　
仁
一

谷
　
　
信
正

浅
見
　
勝
次

小
林
　
一
貫

小
林
　
芳
雄

青
木
　
延
夫

稲
村
　
伸
一

中
島
　
　
実

青
木
　
正
夫

長
谷
美
成
次

鈴
木
　
久
雄

長
谷
川
秀
明

髙
尾
益
次
郎

柳
　
　
米
造

岡
田
　
　
実

柿
沼
　
幹
男

藤
井
喜
久
夫

小
川
　
　
了

山
岡
　
時
夫

長
谷
川
俊
夫

入
枝
　
一
郎

今
井
　
照
男

山
川
　
一
夫

片
山
　
　
浩

自
治
会
名

若
宮
・
川
端

東
岡

中
岡

妻
沼
本
町
・
森
下

一
本
木

登
り
戸

池
ノ
上

錦
町

聖
天
町

横
町

寺
内
・
寺
内
新
田

上
町

妻
沼
仲
町

下
町

卯
月
花

福
寿
寺

弥
下

弥
藤
吾
中
口

杉
之
道
王
子

浅
見

北
口

年
代

弥
藤
吾
新
田

妻
沼
南
団
地

妻
沼
神
明
町

妻
沼
中
央

妻
沼
東
一
丁
目

妻
沼
東
二
丁
目

妻
沼
東
三
丁
目

妻
沼
東
四
丁
目

妻
沼
東
五
丁
目

妻　　　　　沼 妻
沼
地
区

佐
藤
真
喜
男

小
島
　
一
郎

須
賀
　
　
清

大
島
　
　
清

柴
田
　
和
郎

神
田
　
　
勇

尾
澤
　
　
始

清
水
　
　
明

須
田
　
三
郎

堀
越
　
次
男

林
　
　
信
男

飯
村
　
幸
夫

森
田
　
庄
司

堀
口
　
　
明

新
井
　
義
二

郡
川
　
秀
雄

薄
井
　
紀
子

高
木
　
貞
雄

上
根

江
波

江
波
台

八
ツ
口

善
ケ
島
東
部

善
ケ
島
西
部

善
ケ
島
中
瀬

善
ケ
島
西
部
第
二

上
須
戸
東
部

上
須
戸
中
部

上
須
戸
西
部

上
須
戸
ハ
イ
ツ

西
城

西
城
台

田
島

西
野
東
部

西
野
中
部

西
野
西
部

長　　　　井

会
長
名

尾
島
　
　
博

荻
原
　
安
雄

野
口
　
文
雄

新
島
　
英
男

浦
部
　
光
生

根
橋
　
文
武

藤
野
　
正
雄

鈴
木
　
　
進

石
川
　
　
茂

深
町
　
正
夫

小
林
　
一
男

鹿
島
　
武
二

水
島
　
敏
雄

長
島
　
開
平

柴
﨑
　
友
栄

自
治
会
名

上
平

北
間

永
東

薬
西

前
新
田

飯
塚

福
王
寺

古
江
原

八
木
田

道
ケ
谷
戸

上
江
袋
南

江
北

北
武
蔵

原
井

市
ノ
坪

太　　　　田

舞
原
　
　
正

江
利
川
近
雄

根
岸
　
芳
衛

橋
本
　
利
男

瀬
間
　
照
明

中
川
登
美
夫

嵯
峨
　
英
二

井
上
　
徳
重

今
田
　
昇
平

家
泉
　
喜
陽

西
垣
　
盛
義

筑
井
　
　
誠

桜
井
　
　
右

原
島
　
健
一

斉
藤
　
隆
久

上
入

中
宿

下
宿

西
島

向
野

荒
宿

葛
和
田
団
地

日
向
上

日
向
中

日
向
下

日
向
団
地

弁
財

大
野
上

大
野
下

俵
瀬

秦

会
長
名

吉
田
　
　
栄

武
田
　
　
茂

長
谷
川
　
実

鈴
木
　
　
茂

茂
木
　
嘉
雄

田
所
　
和
夫

山
岸
　
一
夫

齊
藤
　
　
作

山
岸
　
　
薫

大
嶋
　
幸
男

鈴
木
　
好
博

小
池
　
治
義

新
井
　
敏
明

菅
間
　
是
夫

矢
島
　
達
男

浅
井
　
正
美

栗
原
　
和
久

福
田
　
　
博

岡
田
　
哲
夫

堀
　
　
幸
一

松
本
　
高
広

塚
本
恵
美
子

加
藤
　
雄
司

桂
嶋
　
健
二

自
治
会
名

上
恩
田

中
恩
田

替
津
田

下
恩
田

手
島

小
泉

屈
戸

津
田
新
田

天
水

中
曽
根

吉
所
敷

沼
黒

高
本

津
田

向
谷

相
上

玉
作

箕
輪

冑
山

小
八
林

船
木
台
一
丁
目

船
木
台
二
丁
目

船
木
台
三
丁
目

船
木
台
五
丁
目

大　　里

能
見
　
一
良

関
口
　
利
一

浅
見
　
安
雄

横
倉
　
輝
夫

野
村
　
昌
男

小
林
　
義
一

男
沼

妻
沼
台

出
来
島

間
々
田

上
小
島

下
小
島

男　　沼

大
里
地
区

会
長
名

廣
澤
　
晴
義

畠
山
　
正
憲

兼
杉
　
正
康

星
野
　
松
男

村
田
　
隆
志

新
井
　
幸
男

福
田
　
和
好

長
谷
川
茂
臣

坂
田
　
力
夫

馬
場
　
英
文

滝
田
　
秀
夫

舟
橋
　
盛
信

橋
本
　
敏
男

橋
本
　
　
弘

橋
本
　
竹
正

田
中
　
　
昇

杉
田
　
勝
彦

岡
部
　
一
美

飯
島
　
　
修

飯
島
　
照
雄

冨
田
　
利
夫

湯
本
　
　
功

坂
井
　
　
隆

千
脇
　
憲
治

自
治
会
名

成
沢

あ
お
ば

成
沢
南

江
南
み
ど
り

江
南
中
央
南

三
本

上
新
田

上
押
切

下
押
切

樋
春
北

樋
春
南

御
正
第
１

御
正
第
２

御
正
第
３

御
正
南

須
賀
広

野
原

小
江
川

塩板
井

柴
原
谷

千
代

江
南
パ
ー
ク
シ
テ
ィ
ー

江
南
中
央

江　　南 江
南
地
区

ご
み
集
積
所
が
き
れ
い
に
管
理
さ

れ
る
こ
と
、
暗
い
道
に
防
犯
灯
が

と
も
る
こ
と
、
災
害
時
の
た
め
の

備
え
な
ど
、
普
段
の
地
域
生
活
を

暮
ら
し
や
す
く
す
る
た
め
、
自
治

会
は
活
動
し
て
い
ま
す
。

こ
の
広
報
紙
を
ご
覧
の
自
治
会
未

加
入
の
方
も
、
地
域
の
大
切
な
一

員
で
す
。

ぜ
ひ
一
度
、
自
治
会
活
動
に
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

自
治
会
に

加
入
し
ま
し
ょ
う
！

平
成
30
年
7
月
10
日
現
在

全
自
治
会
数
　
　
３
６
３
自
治
会

※赤字は地区連合会長
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◇
小
江
川
地
区
紹
介
◇

小
江
川
自
治
会
長

　岡
部

　一
美

　
小
江
川
自
治
会
は
江
南
地
区
で
熊
谷
市
の
南
側
滑
川
町

と
境
を
接
す
る
丘
陵
地
域
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
現
在
の

会
員
世
帯
数
は
３
８
４
世
帯
を
擁
し
て
い
ま
す
。
自
主
防

災
組
織
や
自
主
防
犯
組
織
を
結
成
し
、
防
災
活
動
・
防
犯

活
動
に
も
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
が
、
今
回
は
小
江
川
地

区
で
実
施
し
て
い
る
桜
事
業
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

  

本
桜
事
業
は
９
年
前
に
産
声
を
あ
げ
た
事
業
で
、
平
成

21
年
度
の
「
市
民
協
働
『
熊
谷
の
力
』
事
業
」（
新
し
い

手
法
や
発
想
を
用
い

て
市
民
活
動
団
体
と

熊
谷
市
が
協
働
し
て

地
域
の
課
題
を
解
決

す
る
事
業
）
に
採
択

さ
れ
た
も
の
で
す
。

本
桜
事
業
で
は
、
10

年
間
毎
年
１
０
０
本
、

合
計
で
１
０
０
０
本

を
目
標
に
桜
の
苗
木

（
神
代
曙
）
を
植
え

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
立
ち
上
げ
た
桜

事
業
委
員
会
は
ス

タ
ー
ト
時
点
か
ら

毎
年
植
栽
予
定
区

域
の
地
権
者
と
の

借
地
無
償
提
供
の

交
渉
を
開
始
、
目

に
見
え
な
い
努
力

を
続
け
て
ま
い
り

ま
し
た
。
作
業
は

毎
年
１
月
最
終
日

曜
日
か
ら
３
月
第

一
週
日
曜
日
ま
で

計
６
回
実
施
し
ま
す
。
寒
い
冬
の
作
業
で
も
あ
り
、
時
に

は
雪
の
残
る
植
栽
地
に
毎
回
数
十
人
の
地
域
住
民
の
方
が

参
加
し
て
、
伐
採
、
下
草
刈
り
、
後
片
付
け
等
整
地
に
ご

協
力
い
た
だ
い
た
こ
と
、
と
り
わ
け
桜
事
業
委
員
会
の
皆

様
に
は
、
節
目
の
自
治
会
長
と
し
て
本
当
に
有
難
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
荒
廃
し
た
平
地
林
を
整
備
し
、
環
境
美

化
と
里
山
の
再
生
を
実
現
で
き
た
こ
と
に
加
え
、
地
域
の

皆
様
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
の
協
働
作
業
に
よ
っ
て
連

帯
意
識
を
醸
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
環

境
整
備
の
結
果
、
不
法
投
棄
お
よ
び
犯
罪
の
抑
止
効
果
も

得
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
そ
し
て
今
年
度
、
い
よ
い
よ
桜
事
業
は
10
年
を
迎
え
ま

す
。
事
業
開
始
当
初
に
植
栽
し
た
桜
は
直
径
20
㎝
以
上
に

成
長
し
、毎
年
華
や
か
に
花
を
咲
か
せ
て
お
り
ま
す
。
今
後
、

熊
谷
の
荒
川
土
手
と
並
ぶ
桜
の
名
所
と
な
る
で
し
ょ
う
。

次
の
10
年
後
が
楽
し
み
で
す
。

市
民
協
働
「
熊
谷
の
力
」
小
江
川
地
区

１
０
０
０
本
桜
事
業
　
本
年
度
達
成
！

　
し
か
し
な
が
ら
課
題
も
あ
り
ま
す
。
植
栽
地
域
の
里
山

を
桜
の
名
所
と
し
て
継
続
的
に
維
持
管
理
す
る
た
め
に
は
、

今
後
も
更
に
地
域
住
民
と
行
政
の
力
が
必
要
で
す
。
ま
た
、

桜
事
業
を
紹
介
す
る
た
め「
紙
芝
居
」も
作
り
ま
し
た
の
で
、

機
会
あ
る
ご
と
に
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
美
し
い
里

山
の
景
観
を
未
来
の
子
供
た
ち
に
残
し
、
こ
の
町
に
生
ま

れ
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
思
え
る
環
境
を
創
造
し
て
い
き
た

い
と
念
じ
て
お
り
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
事
業
の
過
程
で
天
和
・
元
禄
期
に
造
立
さ

れ
た
僧
侶
の
墓
塔
や
庚
申
塔
、
供
養
塔
が
発
見
さ
れ
ま
し

た
。
武
蔵
国
の
地
誌
「
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
」
に
こ
こ
に

聖
観
寺
（
し
ょ
う
か
ん
じ
）
と
い
う
寺
院
が
あ
っ
た
こ
と

が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
小
江
川
１
０
０
０
本
桜
事
業
の
一

環
と
し
て
こ
れ
を
整
備
し
、
後
世
に
継
承
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。



（１）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（８）

発
行

　熊
谷
市
自
治
会
連
合
会

ひ

　ろ

　ば

　第
　24

　号

平
成
30
年
8
月
発
行

　
　く
ま
が
や
自
治
連
だ
よ
り

編
集
後
記

編
集
後
記

　
第
24
号「
ひ
ろ
ば
」の
発
行
に
あ
た
り
、
各
自
治
会
の
ご
活
躍
に
つ
い
て
発
表
、
又
各
地

域
の
ご
紹
介
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
各
自
治
会
の
活
動
を
み
る
と
、
改
め
て
「
継
続
」
の
大
切
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
奈
良
自

治
会
連
合
会
の
「
奈
良
地
域
ニ
ュ
ー
ス
」
や
納
涼
祭
の
取
組
、
佐
谷
田
自
治
会
連
合
会
の

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
や
防
災
訓
練
の
取
組
、
小
江
川
自
治
会
の
１
０
０
０
本
桜
事
業
の
取
組
、

ど
の
事
業
も
実
施
に
あ
た
っ
て
は
大
変
な
ご
苦
労
が
あ
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
工
夫

を
凝
ら
し
て
継
続
的
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
地
域
に
根
付
い
た
活
動
に
な
っ
て
い
る
の
だ

と
思
い
ま
し
た
。

　
今
回
ご
紹
介
し
た
自
治
会
活
動
が
、
各
自
治
会
の
活
動
の
一
助
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

全
て
の
自
治
会
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
と
活
動
す
る
皆
様
の
ご
活
躍
を
心
よ
り
祈
念
申
し

上
げ
ま
す
。

　
熊
谷
市
自
治
会
連
合
会
副
会
長
　
森
田
　
廣
次

平成３０年度熊谷市自治会連合会総会平成30年度熊谷市自治会連合会総会平成30年度熊谷市自治会連合会総会

　５月24日（木）、大里生涯学習センター「あすねっと」において、
自治会長 176 名の出席のもと、熊谷市自治会連合会総会を開
催しました。
　総会では、岡部宣明会長が挨拶を述べた後、大原西自治会の
髙木会長が議長に選出されました。議案は全て承認されました。
議案

　続いて、富岡清市長及び黒澤三千夫市議会副議長からご祝辞をいただき、自治会活動に功績のあった
自治会長に対し、感謝状が贈呈されました。（総会議案は市ホームページでご覧いただけます。市ホーム
ページ内で「熊谷市自治会連合会総会」でキーワード検索すると、該当ページが見つかります。）

新任自治会長研修新任自治会長研修
　６月５日（火）、新しく自治会長になられた方を対象に、新
任自治会長研修を開催し、64名の方に出席していただきました。
　研修では、熊谷市自治会連合会の松永勲副会長を講師として、
熊谷市自治会連合会の事業、地元自治会での具体的な活動事例、
自治会長として心がけていること等を講演していただきまし
た。参加者からの質問に対しても、これまでの自治会長経験を
もとに応答を行いました。
また、自治会制度、自治会
に関連のある市事業などの
説明も行いました。参加者
からは、大変参考になった、
自治会の役割や市との関係
を改めて確認できたとの声
が聞かれました。

・平成 29年度事業報告及び決算報告
・役員選出（案）
・平成 30年度事業計画（案）及び予算（案）


